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「今後の教育課程の在り方について」

◇ 課題意識
○ 学習者である子供たちの全人的な発達を支え、資質・能力の
育成を保障する観点から、学校における教育課程をどのように
構想するか。
① 幼児教育から高等学校卒業段階までの発達（認知的発達、身体的発
達、社会情緒的発達、キャリア発達）をどのように支えるか。

② 教育課程全体の学び、各教科等の学びを通して、子供たちにどのよう
な資質・能力の育成を目指すか。

③ 子供たちが学ぶ内容を、どのような原理・方法で選択・組織するか。
④ 子供たち一人一人の特性等を考慮した教育課程の個別性と、それらを
包摂する学校の教育課程との調整をどのように図るか。
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② 教育課程全体の学び、各教科等の学びを通して、
子供たちにどのような資質・能力の育成を目指すか。

③ 子供たちが学ぶ内容を、どのような原理・方法で選 
択・組織するか。

④ 子供たち一人一人の特性等を考慮した教育課程の
個別性と、それらを包摂する学校 の教育課程との調整
をどのように図るか。

３

 教科内容の選択と構造化の原理
○資質・能力の階層性を念頭に置き学びの質を追求する
○他教科等との横断性、及び社会的レリバンス→新たなコア

【報告の要点】
現行学習指導要領の趣旨を再確認し、今後の教育課程の目指す方向やその在り方を、
明確でシンプルなメッセージとして発信することを大切に。

（現行学習指導要領、令和答申における多様なキーワードを整理）
 コンピテンシー（資質・能力）ベースの改革の原点の
 再確認

 ○ 「社会に開かれた教育課程」という言葉の趣旨の再確認

  ○成長保障のカリキュラム→ 教科、教科外の役割の明確化

  ○カリキュラムをタテとヨコで見る→ 横断性の中での教科の存在意義

 子どものニーズの多様性に対応する「間口の広い」インク
ルーシブなカリキュラムを実装する上での論点
○個に応じる（個別最適）レベルの腑分け

→目標・内容レベル、履修レベル、方法レベル

→履修主義と修得主義のバランスの問題



コンピテンシー・ベースの趣旨の再確認
《コンピテンシー・ベースの改革の原点》
・ 後期近代、ポスト近代、ハイ・モダニティとも形容される現代社会の要請、特に産業界からの人材育成要求を受
けて、「コンピテンシー（competency）」（職業上の実力や人生における成功を予測する能力）の育成を重視
する傾向（コンピテンシー・ベースの教育改革）が世界的に展開。
・ コンピテンシー・ベースの改革は、1990年代に顕在化する産業構造と労働市場の変化を受けたカリキュラム改造
運動と見ることができる。
（例）1990年代の米国のスタンダード運動は、職業教育からキャリア教育（「大学や仕事へのレディネス」の育成）
への転回など、知識経済下で汎用的能力を志向するコンピテンシー・ベースの改革への芽を内包。2000年代以
降、OECDは、DeSeCoプロジェクトを展開し「キー・コンピテンシー」の枠組みを提起。様々な国や機関により、
21世紀型スキルの枠組みも次々と提示された。

《現行学習指導要領の受け止めと課題》
・ 内容だけでなくという意識、学習者主体といった意識は高まっているが、その具体化において形式的対応になって
いないか（コンピテンシー・ベースはコンテンツ・フリーではない）。
・ カリキュラム・マネジメントも、「総合的な学習（探究）の時間」等の充実や個別の教科課程経営になるのではな
く、学校教育目標（めざす子どもの姿）に向けた教育課程経営として充実させていくことが重要。
・ 学びの先に人間的成長を実現するものとして、各教科、教科外を含め、それぞれの特質を生かした教育課程全体での
成長保障のカリキュラム改革としての趣旨を再確認することが必要ではないか。 ４



表．コンピテンシー・ベースのカリキュラムの危険性と可能性 （石井英真『今求められる
学力と学びとは―コンピテンシー・ベースのカリキュラムの光と影』日本標準、2015年、10頁に加筆・修正。）

改革の三つの
志向性

危惧する点 可能性として展開すべき点

学校での学び
の社会的有用
性を高めてい
く志向性

社会的有用性を高めていくことが、経済界か
らの要請に応え、 「国際競争を勝ち抜く人
材」や「労働者として生き抜く力」の育成に
矮小化され、早期からの社会適応（個人の社
会化）を子どもたちに強いることにつながり
かねない。

内容項目を列挙する形での教育課程の枠組み、およ
び、各学問分野・文化領域の論理が過度に重視され、
レリバンスや総合性を欠いて分立している各教科の
内容を、現代社会をよりよく生きていく上で何を学
ぶ必要があるのか（市民的教養）という観点から問
い直していく機会となりうる。

全人教育・全
面発達への志
向性

「○○力」という言葉を介して教育に無限責
任を呼び込みかねない。全人格や日常的な振
る舞いのすべてが評定のまなざしにさらされ
かねない。

「学力向上⇒教科の授業改善」という図式に限定さ
れた人々の視野を広げ、教科と教科外、さらには学
校外の学びの場も視野に入れて、子どもの学習環境
をトータルに構想する機会としても位置づけうる。

学びの活動
性・協働性・
自律性を重視
する志向性

カリキュラム上に明示された教科横断的な
汎用的スキルが一人歩きすることで、活動主
義や形式主義に陥る。特に、思考スキルの直
接的指導が強調され、しかもそれが評価の観
点とも連動するようになると、授業過程での
思考が硬直化・パターン化し、思考する必然
性や内容に即して学び深めることの意味が軽
視される。

認識方法面（プロセス）から目標や教科の本質を
捉えることで、「一時間でこの内容をこの程度まで
は必ず習得させないと」という認識内容面の学問的
厳密性の要求（教科を学ぶこと・正解を学ぶこと）
をゆるめ、学習者主体の試行錯誤を含んだ思考やコ
ミュニケーション（教科すること・最適解をつくる
こと）を許容することができやすくなる。

※「資質・能力」は、レントゲン写真のようなものであって、そのもとになった社会像や人間像
を明らかにしないと、カリキュラムの内容や系統は明らかにならない。逆に、骨格のみを示す
ものなので、内容や活動による肉付けの仕方に幅が生まれる。 ５



資質・能力の要素（目標の柱） 
能力・学習活動の階
層レベル（カリキュ
ラムの構造） 

知識 スキル 情意（関心・意欲・態
度・人格特性） 

認知的スキル 社会的スキル 

教
科
等
の
枠
づ
け
の
中
で
の
学
習

知識の獲得と
定着（知って
いる・でき
る） 

事実的知識、技能
（個別的スキル）

記憶と再生、機械的実行と
自動化 学び合い、知識の共同構

築 

達成による自己効力感 

知識の意味理
解と洗練（わ
かる） 

概念的知識、方略
（複合的プロセ
ス）

解釈、関連付け、構造化、
比較・分類、帰納的・演繹
的推論 

内容の価値に即した内
発的動機、教科への関
心・意欲 

知識の有意味
な使用と創造
（使える） 

見方・考え方（原
理と一般化、方法
論）を軸とした領
域固有の知識の複
合体

知的問題解決、意思決定、
仮説的推論を含む証明・実
験・調査、知やモノの創発
（批判的思考や創造的思考
が深く関わる） 

プロジェクトベースの対
話（コミュニケーショ
ン）と協働 

活動の社会的レリバン
スに即した内発的動機、
教科観・教科学習観
（知的性向・態度）

学
習
の
枠
づ
け
自
体
を
学
習
者
た
ち

が
決
定
・
再
構
成
す
る
学
習

 

自律的な課題
設定と探究
（メタ認知シ
ステム） 

思想・見識、世界
観と自己像 

自律的な課題設定、持続的
な探究、情報収集・処理、
自己評価 

自己の思い・生活意欲
（切実性）に根差した
内発的動機、志やキャ
リア意識の形成、 

社会関係の自
治的組織化と
再構成 （行
為システム）

人と人との関わり
や所属する共同
体・文化について
の意識、共同体の
運営や自治に関す
る方法論 

生活問題の解決、イベン
ト・企画の立案、社会問題
の解決への関与・参画 

人間関係と交わり（チー
ムワーク）、ルールと分
業、リーダーシップとマ
ネジメント、争いの処
理・合意形成、学びの場
や共同体の自主的組織化
と再構成 

社会的責任や倫理意識
に根差した社会的動機、
道徳的価値観・立場性
の確立 

表.学校で育成する資質・能力の要素の全体像を捉える枠組み（出典：石井英真『今求められる

学力と学びとは―コンピテンシー・ベースのカリキュラムの光と影』日本標準、2015年。）

※太字部分は、それぞれの能力・学習活動のレベルにおいて、カリキュラムに明示され中心的に意識されるべき目標の要素。

※認知的・社会的スキルの中身については、学校ごとに具体化すべきであり、学習指導要領等で示す場合も参考資料とすべきだろう。情
意領域については、評定の対象というより、形成的評価やカリキュラム評価の対象とすべきであろう。

教 科

教科外
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《コンピテンシー・ベースのカリキュラム改革が投げかけているもの》

□ 不確実性が高い社会では社会的必要や内容知識を特定・確定しづらく、かつ社会が求める実力（コンピテ
ンシー）との連続性を求める声に対応することが求められ、カリキュラムの構成をタテとヨコでシンプルに
構造化することが検討課題となるが、ともすれば、その対応が形式化されがちである。
①カリキュラムをタテで見る：スパイラル・カリキュラム（教科の個別の内容知識から概括的な枠組みへ）
②カリキュラムをヨコで見る：クロス・カリキュラム （教科に止まらない一般的な能力へ）

   →学習の基盤となる資質・能力等の横断的・汎用的能力は、機能的に扱うのが原則で、領域のように扱うと、
あるいは、それを目標として掲げるのみならず評価（評定）の直接的対象とすることには慎重であるべき。
機能的に扱う場合は学習過程へ、領域的に扱う場合には既存の教科の内容へ、無理のない形で埋め込む。

□ 汎用的能力の実体化は避けつつも、教科や領域の境界線はあいまいになり、教科・領域横断的な運用や科
目間・教科間融合は進むし、その中で各教科・科目や分野の存在意義が問われる。

   →カリキュラム全体を考慮することなく教科の枠に閉じこもることは困難であるし望ましくもない。
→内容を伴ってこそ資質・能力は育つが、それを他教科・領域や現実世界の文脈で統合的に活用することで、
資質・能力は総合的で汎用的なものになっていく。横断的な学びや真正な学びで生きて働くものとなってい
るかという点から、各教科の存在意義が問われる。
→改めて「育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会」の論点整理か
ら、中央教育審議会における議論の流れを再確認してみる。
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② 教育課程全体の学び、各教科等の学びを通して、
子供たちにどのような資質・能力の育成を目指すか。

③ 子供たちが学ぶ内容を、どのような原理・方法で選
択・組織するか。

④ 子供たち一人一人の特性等を考慮した教育課程の
個別性と、それらを包摂する学校 の教育課程との調整
をどのように図るか。

８

 教科内容の選択と構造化の原理
  ○資質・能力の階層性を念頭に置き学びの質を追求する

○他教科等との横断性、及び社会的レリバンス→新たなコア

【報告の要点】
現行学習指導要領の趣旨を再確認し、今後の教育課程の目指す方向やその在り方を、
明確でシンプルなメッセージとして発信することを大切に。

（現行学習指導要領、令和答申における多様なキーワードを整理）

 コンピテンシー（資質・能力）ベースの改革の原点の
 再確認

  ○「社会に開かれた教育課程」という言葉の趣旨の再確認

  ○成長保障のカリキュラム→ 教科、教科外の役割の明確化

  ○カリキュラムをタテとヨコで見る→ 横断性の中での教科の存在意義

 子どものニーズの多様性に対応する「間口の広い」インク
ルーシブなカリキュラムを実装する上での論点
○個に応じる（個別最適）レベルの腑分け

→目標・内容レベル、履修レベル、方法レベル

→履修主義と修得主義のバランスの問題



資質・能力に対応した目標・内容について
（育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会－論点整理ーより）

ア）教科等を横断する汎用的なスキル（コンピテンシー）等に関わるもの
①汎用的なスキル等としては、例えば、問題解決、論理的思考、コミュニケー 
ション、意欲など
②メタ認知（自己調整や内省、批判的思考等を可能にするもの）

イ）教科等の本質に関わるもの（教科等ならではの見方・考え方など）
例：「エネルギーとは何か。電気とは何か。どのような性質を持っているのか」のような教科等の本質に関わる問いに答
えるためのものの見方・考え方、処理や表現の方法など

ウ）教科等に固有の知識や個別スキルに関するもの
例：「乾電池」についての知識、「検流計」の使い方
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どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか
知識及び技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

育成を目指す資質・能力の三つの柱
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各教科等の特質に応じて見方・考え方のイメージ
幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策について（平成２８年中央教育審議会答申）別紙
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《主に知識及び技能に関わって》（スライド１４）
・ マインドセット（内面的態度）とあわせてパースペクティブ（世界認識・世界観）にもより力点を

置いて、「何を知るか」という内容の刷新にも踏み込む必要がある。
「知っている・できる」「わかる」「使える」といった学力の階層性を踏まえて内容を整理すること
が必要。特に生成AIのインパクトの中で、人間らしい感性的知性や知性的感性を大事にする（情報
処理モデルを超える「わざ」モデル（経験・生活知・暗黙知に裏打ちされた知識・科学知・形式
知）で学習観を捉え、断片的なデータや科学知に解消されない全体知・総合知としての「教養」を
志向する。

《主に思考力、判断力、表現力等に関わって》（スライド１５）
・ 学力観の再確認（学問中心と子ども中心の二項対立ではなく、保守的な基礎知識重視でも進歩的な

主体性重視でもなく、教育課程としては、学びに向かう思考だけでなく、多くの教科の目標にも含
まれている学びを生かす思考を重視することにより、社会志向の思考・判断・表現重視の方向性を
強くする）の上に、習得・活用・探究、主体的に学習に取り組む態度、見方・考え方等の概念を整
理する。

《主に学びに向かう力、人間性等に関わって》（スライド１６）
・ 学びの主体性だけではなく社会を創る主体を育てるためにも、教育課程を構成する教科学習、総合

学習、特別活動それぞれの特質を生かし、カリキュラム全体で主体を育てる視点を持つ。主体的に
学習に取り組む態度や自己調整等、情意領域や社会情動的スキルについては、目標として掲げて形
成的評価は行っても、ABC等の分析評定はしないといった運用が考えられる。 13



図１．学力・学習の質的レベルと「知の構造」（出典：石井英真『授業
づくりの深め方』ミネルヴァ書房、２０２０年。）

見方・考え方

（原理／方法論）

概念

事実 事実

方略（複合的
プロセス）

技能（個別的
スキル）

技能（個別的
スキル）

に基づいて
知識・技能を総合する

を理解している

を記憶している を実行できる

を適用できる

内容知（knowing that） 方法知（knowing how）

知識の有意味
な使用と創造
（使える）

知識の意味
理解と洗練
（わかる）
知識の獲得と

定着
（知ってい
る・できる）

知性的な態度や思考の習慣、科学的教養に裏
づけられた倫理・価値観

教科内容や学習への興味・関心・意欲
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学びの基盤となる態度

学びの先に
社会・世界に向かう態度

学びに向かう力

学びを生かす思考

学びに向かう思考

知識の習得

熟考・評価
解釈
情報の取り出し

エージェンシー（知性・熟慮を伴った自律性）

図．歴史の針を30年前に戻さず、発展的に進めるために

PISAリテラシー

1989年改訂学習指導要領における
「新しい学力観」の氷山モデル

OECD EDUCATION2030の
ラーニングコンパス

OECDのキー・コンピテンシー、1998年改訂学習指
導要領以来の「生きる力」

※学習の基盤となる資質・能力は一部「領域」化もされるが、「機
能」として、日常的な授業や学級経営等に埋め込まれるものだろう。 15



表.「主体性」のタキソノミー（学びへの関与と所有権の拡大のグラデーション）
（出典：石井英真『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書文化、2023年）

自治（変革人：エージェンシー） 社会関係を創りかえる
対象世界を創りかえる

人間的成熟（なりたい自分：アイデンティティ） 軸（思想）の形成
視座の高まり

自律（探究人：こだわり） 自分事の問いの深化
問いの生成

学び超え（生涯学習者・独立的学習者） 思考の習慣（知的性向）
関心の広がり

学習態度（自己調整学習者・知的な初心者） 方略的工夫
試行錯誤

関心・意欲 積極性（内発的動機づけ）
表面的参加 受身（外発的動機づけ）

出口の情意

入口の情意

特
別
活
動

総
合
学
習

教
科
学
習
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教科内容の構造化をめぐって
• PISAリテラシーが提起した教育内容のレリバンスと世界観の実装を
（「世間」（空気）よりも「世の中」を）。

• 概念ベース（メタで概括的な概念や本質的な問いを明示することで、
個別的なトピックや概念を統合的に扱えるようにする）による内容の構
造化と単元目標や領域目標の意識化（「見方・考え方」に続き、各教科
の本質を問う作業を促しつつ、教科書の目次の章立ての大くくり化へ）。
コンピテンシー・ベースは、コンテンツフリーではないのであって、各
教科の内容レベルで、他教科等との横断性や社会的レリバンスの観点か
ら各教科の存立意義を問い、新たなコアを立ち上げることが必要。

• 内容レベルで現代社会の世界観とそのワクワクを実装し、核となる内
容を学び深めて社会に開かれた真正な学びの実現を目指すことで、構造
化の先に、学びの貧弱化ではなく、学びの質の充実へとつなげる（Less 
is more という学びの深さ志向）。
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KDBモデルによる資質・能力の三つの柱のバー
ジョンアップ

Big ideas

概念
(concepts)

事実(facts)

values/identity
mindsets/beliefs

interests/attitudes

Big Skills

方略
(processes)

技能(discrete skills)

to Know to Do

to Be

見方・考え方
（各教科・領域の存立基盤）

習得型の学び

活用型の学び

探究的な学び

指導の個別化（完
全習得学習）

学習の個
性化（プ
ロジェク
ト学習）

協
働
的
な
学
び

（
協
働
・
対
話
・
学
び
合
い
）

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

質の追求
（excellence）：
真正で深い学び

公正性の追求
（equity）：
インクルーシブで
個別最適な学び

Well-being

18



② 教育課程全体の学び、各教科等の学びを通して、
子供たちにどのような資質・能力の育成を目指すか。

③ 子供たちが学ぶ内容を、どのような原理・方法で選
択・組織するか。

④ 子供たち一人一人の特性等を考慮した教育課程の
個別性と、それらを包摂する学校 の教育課程との調整
をどのように図るか。

19

 教科内容の選択と構造化の原理
○資質・能力の階層性を念頭に置き学びの質を追求する

○他教科等との横断性、及び社会的レリバンス→新たなコア

【報告の要点】
現行学習指導要領の趣旨を再確認し、今後の教育課程の目指す方向やその在り方を、
明確でシンプルなメッセージとして発信することを大切に。

（現行学習指導要領、令和答申における多様なキーワードを整理）

 コンピテンシー（資質・能力）ベースの改革の原点の
 再確認

 〇「社会に開かれた教育課程」という言葉の趣旨の再確認

  ○成長保障のカリキュラム→ 教科、教科外の役割の明確化

  ○カリキュラムをタテとヨコで見る→ 横断性の中での教科の存在意義

 子どものニーズの多様性に対応する「間口の広い」インク
ルーシブなカリキュラムを実装する上での論点
○個に応じる（個別最適）レベルの腑分け

→目標・内容レベル、履修レベル、方法レベル

→履修主義と修得主義のバランスの問題



内閣府総合科学技術・イノ
ベーション会議（CSTI）
教育・人材育成ワーキング
グループ「Society 5.0の実
現に向けた 教育・人材育成
に関する政策パッケージ」
（2022年６月２日）
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子どものニーズの多様性に対応する「間口の広
い」インクルーシブなカリキュラムをどのレベル
でどう実装するか（論点提示）

• 科目・内容選択の拡大？（科目レベルの選択？単元内での選択？）
• 修得主義へのシフト？（段階的等級で進級も柔軟化？学年帯で柔軟
化？）

• 授業時数の運用の弾力化？（授業時数と学習時間・在校時間を切り
離して考えるか否か？）

• 履修（ルート）の脱一律化・柔軟化？
• 学習形態の柔軟化？
• 学習・生活の集団や空間のインクルーシブ化？

21



個別化 個性化
基本的な方向性 教育内容や学習進度や進級水準の能力に応じ

た多様化
「指導の個別化」（子どもの個性（適性）に
応じて学習方法の最適化を図ることで、教科
の学習内容の中で習得させたい知識・技能の
確実な定着をめざす）

ひとりひとり（individual）の内的なニーズや自発性に応
じた多様化
「学習の個性化」（子どもの興味・関心を生かしながら、
教科の目標に迫るような思考・判断や認識を深めたり、社
会の中で自己を活かせるような「生きる力」を高め、個性
を育てたりしようとする）

個人差の捉え方 学習にかかる時間の差（量的差異） 興味・関心や学習スタイルなどの差（質的差異）
教育形態・シス
テムレベル

既存の内容パッケージの量や水準の違い
能力別学級編成（同一性）、自由進度学習

その子に応じた内容自体の組み換え
同年齢集団、異年齢集団等の多様な集団編成（複数性）、
自由テーマ学習

指導法レベル 学習進度や学習到達度に応じて個別指導を行
う

その子に応じて教授法や学習活動や表現方法を工夫する

評価とカリキュ
ラムのあり方

知能や学業成績等の一元的尺度
（量的に進める直線的）プログラム学習と目
標準拠評価

多重知能や個性（持ち味や強み）等の多元的尺度
（質的に深める多面的な）プロジェクト学習と個人内評価

発展学習の形態 早修（acceleration）（より早く進む） 拡充（enrichment）（より広く深く学ぶ）

学びの個別化と個性化（出典：石井英真『未来の学校』日本標準、2020年）
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教育課程の履修原理―履修主義と修得主義
履修主義・年齢主義 修得主義・課程主義

履修原理 履修主義：
所定の教育課程を、その能力（または心身の状
況）に応じて、一定年限の間、履修すればよい。

修得主義：
所定の課程を履修して、目標に関して一定の成果を
上げることが求められる。

進 級 （ 卒
業）原理

年数（年齢）主義（social promotion）：
卒業要件として一定年限の在学を要求し、
grade は、「在学年数（学年）」を意味する。

課程主義（merit promotion）：
卒業要件として一定の課程の修了を要求し、grade
は、「教材習得の段階（等級）」を意味する。原級
留置（留年）もありうる。

学校の中心
的な役割

社会性・人格の育成、全面発達（多元的価値）、
保護（ケア）・社会的包摂機能
共同体としての生活集団を軸とした機関

知識・技能の獲得、知的発達（一元的価値）、能力
向上・水準保障機能
機能的で学習集団を軸とした機関

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
上
の
立
場

義 務
教 育
制 度
成 立
期

経験主義（子どものニーズに準拠）との親和性
方向目標と相対評価や個人内評価（構造化され
ていないカリキュラム）
同じ年齢集団で（個々の子どものニーズに合わ
せて異なる内容や進級基準もありうる）

系統主義（目標・内容に準拠）との親和性
到達目標と目標準拠評価（構造化されたカリキュラ
ム）
同じ内容を（内容の習熟度に合わせて異なる年齢の
子どもたちが集まることもありうる）

現代
系統主義の学力保障と平等化の側面との親和性 経験主義の個性尊重と自由化の側面との親和性

23


	今後の教育課程の在り方について
	「今後の教育課程の在り方について」
	【報告の要点】�　現行学習指導要領の趣旨を再確認し、今後の教育課程の目指す方向やその在り方を、�　明確でシンプルなメッセージとして発信することを大切に。�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現行学習指導要領、令和答申における多様なキーワードを整理）
	コンピテンシー・ベースの趣旨の再確認
	表．コンピテンシー・ベースのカリキュラムの危険性と可能性 （石井英真『今求められる学力と学びとは―コンピテンシー・ベースのカリキュラムの光と影』日本標準、2015年、10頁に加筆・修正。）
	スライド番号 6
	《コンピテンシー・ベースのカリキュラム改革が投げかけているもの》
	【報告の要点】�　現行学習指導要領の趣旨を再確認し、今後の教育課程の目指す方向やその在り方を、�　明確でシンプルなメッセージとして発信することを大切に。�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現行学習指導要領、令和答申における多様なキーワードを整理）
	資質・能力に対応した目標・内容について�（育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会－論点整理ーより）
	育成を目指す資質・能力の三つの柱
	各教科等の特質に応じて見方・考え方のイメージ��幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策について（平成２８年中央教育審議会答申）別紙
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	図１．学力・学習の質的レベルと「知の構造」（出典：石井英真『授業づくりの深め方』ミネルヴァ書房、２０２０年。）
	スライド番号 15
	表.「主体性」のタキソノミー（学びへの関与と所有権の拡大のグラデーション）�（出典：石井英真『中学校・高等学校　授業が変わる学習評価深化論』図書文化、2023年）
	教科内容の構造化をめぐって
	KDBモデルによる資質・能力の三つの柱のバージョンアップ
	【報告の要点】�　現行学習指導要領の趣旨を再確認し、今後の教育課程の目指す方向やその在り方を、�　明確でシンプルなメッセージとして発信することを大切に。�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現行学習指導要領、令和答申における多様なキーワードを整理）
	内閣府 総合科学技術・イノベーション会議（CSTI） 教育・人材育成ワーキンググループ「Society 5.0の実現に向けた 教育・人材育成に関する政策パッケージ」（2022年６月２日）
	子どものニーズの多様性に対応する「間口の広い」インクルーシブなカリキュラムをどのレベルでどう実装するか（論点提示）
	スライド番号 22
	教育課程の履修原理―履修主義と修得主義

